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まちづくりDX（Urban Digital Transformation)
Project PLATEAUについて
2022/11/25

鈴木 豪 SUZUKI Takeshi

国土交通省都市局都市政策課 企画専門官
内閣府地方創生推進事務局 都市可視化調整官
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まちづくりのデジタル・トランスフォーメーション実現会議

２．スケジュール
・第１回 ４月 ７日（木） ⇒基本的方針の提示

・第２回 ５月１２日（木）

・第３回 ６月 ７日（火）

・第４回 ７月 ７日（木） ⇒最終とりまとめ

・コロナ禍を契機としたデジタル技術の進展やポストコロナの時代における「人間中心の社会」への機運の高まりを背景に、「デジタル田園都
市国家構想」など、政府全体として、あらゆる分野でデジタル技術を活用し、地域や社会の課題を解決するデジタル・トランスフォーメー
ションの推進が求められている。

・こうした中、都市政策の領域では、PLATEAUをはじめとするまちづくりDX施策が展開されているが、現状、これらの施策を中⾧期的な観
点から統合して推進するための計画は存在せず、各施策間の連携や市場からみた政策展開の予見可能性に課題がある。

・このため、PLATEAUをはじめとするまちづくりDXの中⾧期的な展開を議論するため、2022年４月から本会議を設置し、検討を進める。

１．検討事項
（１）まちづくりDXにより実現すべきビジョン
・多様な暮らし方・働き方を支える人間中心のまちづくりの実現に向け、
まちづくりDXにより目指すべき都市の在り方をビジョンとして示す。

・ビジョンを実現するための具体的な施策が考慮すべきまちづくり
DXの共通原則を定義する。

（２）重点取組テーマ
・まちづくりDXが目指すべき都市の在り方（ビジョン）を実現するため、
2030年を目途に重点的に取組む施策を整理する。

（３）ロードマップ
・重点取組テーマに基づき推進すべきまちづくりDX施策のロード
マップを策定する。

３．会議メンバー

出口敦
東京大学大学
院社会文化環
境学専攻 教授

古橋大地
青山学院大学
地球社会共生
学部教授

瀬戸寿一
駒澤大学地理学
科准教授

吉村有司
東京大学先端科
学技術研究セン
ター特任准教授

齋藤精一
パノラマティ
クス主宰

水野祐
シティライツ法
律事務所パート
ナー

重松眞理子
（一社）大手
町・丸の内・有
楽町地区まちづ
くり協議会都市
政策部会⾧

宇野善昌
国土交通省

４．会議の進め方
・会議メンバーはオンサイト、それ以外のオブザーバ参加者、傍聴
者等はオンライン参加のハイブリッド形態で開催。

・会議の模様はウェビナー形式で一般公開。

若井太郎
東京都デジタル
サービス局デー
タ利活用担当部
⾧
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都市計画情報の高度化・オープンデータ化の推進:施策（３-２）
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（参考）まちづくりへのデータ活用 i-都市再生（2016年～）
都市構造可視化の特徴
◆３次元表現も活用し、都市構造の歴史と将来（経年変化）を連続的に可視化
・市町村単位のみならず、メッシュごとに人口や販売額等の分布を可視化
・過去から未来までの「経年変化」を地図上で可視化 → 都市構造を直感的に理解

1970年・2015年:国勢調査（人口）、2050年:国土数値情報（人口予測） 2015年 2050年

1970年

糸島市の人口分布(1970-2050)
◆ウェブサイトで今すぐ、
誰でも利用可能
〔都市構造可視化〕
https://mieruka.city
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◆メッシュ×「高さ」×「色」で、複数の地域特性やデータを同時に可視化。
・浸水想定区域（色）に人口メッシュを「高さ」で重ねて可視化。住民説明や施策検討に活用。
・居住人口（高さ）と公共交通の利用圏（色）を重ねて可視化。経年変化も踏まえてコンパクト＋ネットワー
クの施策検討に活用。

「鉄道沿線に人口が集積している」

I 市は、人口のほとんど

S 市は、人口の一部

（参考）まちづくりへのデータ活用 i-都市再生（2016年～）
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*LOD＝Level of Detail（精細度） *OGC=Open Geospatial Consortium （国際標準化団体）

CityGML形式
世界標準化団体OGCにより策定されている

ADEによる拡張
-Urban Planning ADE-

「i-都市再生」の技術仕様案

LOD3 LOD4LOD2LOD1LOD0LOD-1LOD-2

●世界
・統計ｸﾞﾗﾌ
・推計ｸﾞﾗﾌ
・国家収支
・時系列

●国家
・統計ｸﾞﾗﾌ
・推計ｸﾞﾗﾌ
・指標分析
・時系列

●市町村
・建物(平面図)
・地形ﾓﾃﾞﾙ
・3D座標
・時系列

●地域
・建物(cube)
・建物(用途等)
・階数
・時系列

●自治会
・建物(外郭)
・屋根
・道路幅
・時系列

●自治会・個人
・建物(外観)
・窓 ・外構
・道路構造
・時系列

●個人
・建物(内装)
・間取
・動線
・時系列

● i-都市再生は、統計情報や3D都市モデルを可視化するための、国際標準規格であるCityGML形式を採用

● i-都市再生では、CItyGMLに定義されているADE（Application Development Extension（拡張機能））として機能を拡張

・都市オブジェクト ・都市機能 ・統計グリッド ・LODの拡張

●今後、このADEを修正・追加していく形で、技術仕様のバージョンアップを図っていく。

（参考）まちづくりへのデータ活用 i-都市再生（2016年～）
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“ ま ちづくり ” のデジタルトランスフォーメンションによる

S o c i e t y 5 . 0 /デジ タルツインの実現

P r o j e c t M i s s i o n



Copyright © 2022 by MLIT. All rights reserved.

プロジェクトの概要
UDX事業の全体像 ―３つのスコープと目指すべき価値

3D都市モデルの整備・オープンデータ化 3D都市モデルのユースケース開発 3D都市モデルの整備・活用ムーブメントの惹起

機動的で機敏なまちづくり

中⾧周期のまちの静的なデータに、人
の流れなどの短周期の動的なデータを補
完することにより、都市活動の状況をよ
り精緻に再現・予測（シミュレーション）。

最新技術も活用し、機動的で機敏なま
ちづくりを実現。

全体最適・持続可能なまちづくり

3D都市モデルをプラットフォームデー
タとして防災、環境、交通等の多様な都
市課題をサイバー空間上で一体的に分析
し、フィジカル空間にフィードバック。

総合的な構想・計画に基づいた、全体
最適・持続可能なまちづくりを推進。

人間中心・市民参加型のまちづくり

3D都市モデルが可視化する具体的で精
緻なまちの現状・将来パターンを、一部
の専門家でなく市民レベルに共有。

課題を市民目線に落とし込み、多様な
主体の知恵・思いを詰め込んだ参加型、
実験型のまちづくり。

まちづくりDX
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3D都市モデルの整備・活用・オープンデータ化の推進（Project PLATEAU）
○ Project PLATEAU（プラトー）は、スマートシティをはじめとしたまちづくりのデジタルトランスフォーメーションを進めるため、そのデジタル・イン

フラとなる３D都市モデルの整備・活用・オープンデータ化を推進する国土交通省のプロジェクト。
○ 国の取組として標準データモデルの策定や先進技術を活用したユースケース開発を進めるとともに、地方自治体におけるデータ整備やユース

ケースの社会実装を支援。
○ また、オープンデータを活用した新たなビジネスやイノベーションの創出のため、データ利用環境の改善（API配信、SDK開発等）、データハ

ンドリング・チュートリアルの充実、ハッカソン・ピッチイベントの開催等を実施。
○ これらの取組みにより、３D都市モデルの持続可能な整備・活用・オープンデータ化のエコシステム構築を目指す。

地方自治体によるデータ整備・更新、ユースケース開発、オープンデータ化
等の3D都市モデルの社会実装を支援。 [1/2補助事業:7億円]

地方公共団体による3D都市モデルの社会実装

国による技術開発/リーディングケース創出

標準データモデルの拡張、先進的なユースケースの技術検証、民間市場形
成支援等を国のプロジェクトとして実施。 [直轄調査:25億円]

2020FY-2021FYの取組

3D都市モデルのイメージ
（新宿駅周辺）

 国際標準に基づくオープンフォーマットを日
本データモデルとして採用し、オープンな活
用が可能。

 プロトタイプとしてこれまで約60都市のデータ
を整備し、オープンデータ化。

●太陽光発電ポテンシャルのシミュレーション（石川県加賀市）
 建物ごとの屋根形状を解析し、都市全体の太

陽光発電ポテンシャルをシミュレーション。地域の
脱炭素政策に活用。

●三次元リスク分析を踏まえた防災計画（郡山市）
 災害リスクを3次元化し、建物データと合わせて分析す

ることで、「垂直避難」可能な建物をピックアップし、防災
計画立案に活用。

2022FYの取組

標準データモデルの開発/オープンデータ化

プロトタイプとなるユースケース開発

３D都市モデルは、建物等の三次元形状と用途や構造等の属性情報をパッ
ケージでデータ化することで都市空間のデジタルツインを実現する技術。

防災、環境、まちづくり、モビリティなどの分野で3D都市モデルの政策活用や民
間サービス創出の手法を開発し、ユースケースの社会実装フェーズを準備。

3D都市モデル（札幌駅周辺）

 データ整備の効率化・高度化
最新の国際標準の取込み/効率的な更新スキーム確立
 先進的なユースケース開発
先進技術を取り入れたユースケース開発
 データ・カバレッジの拡大
リーガル面の課題整理/人材育成プログラム開発 等2022FYリリース予定のCityGML3.0

 全国50都市程度でデータ整備、ユースケース開発等を実施予定。

インフラマネジメント効率化 災害リスクコミュニケーションへの活用 防犯カメラ有効範囲の可視化 17
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No. 都道府県 団体名 No. 都道府県 団体名
1 北海道 札幌市 29 静岡県 沼津市
2 福島県 郡山市 30 静岡県 掛川市
3 福島県 いわき市 31 静岡県 菊川市
4 福島県 白河市 32 愛知県 名古屋市
5 茨城県 鉾田市 33 愛知県 岡崎市
6 栃木県 宇都宮市 34 愛知県 津島市
7 群馬県 桐生市 35 愛知県 安城市
8 群馬県 館林市 36 大阪府 大阪市
9 埼玉県 さいたま市 37 大阪府 豊中市
10 埼玉県 熊谷市 38 大阪府 池田市
11 埼玉県 新座市 39 大阪府 高槻市
12 埼玉県 毛呂山町 40 大阪府 摂津市
13 千葉県 柏市 41 大阪府 忠岡町
14 東京都 23区 42 兵庫県 加古川市
15 東京都 東村山市 43 鳥取県 鳥取市
16 神奈川県 横浜市 44 広島県 呉市
17 神奈川県 川崎市 45 広島県 福山市
18 神奈川県 相模原市 46 愛媛県 松山市
19 神奈川県 横須賀市 47 福岡県 北九州市
20 神奈川県 箱根町 48 福岡県 久留米市
21 新潟県 新潟市 49 福岡県 飯塚市
22 石川県 金沢市 50 福岡県 宗像市
23 石川県 加賀市 51 熊本県 熊本市
24 ⾧野県 松本市 52 熊本県 荒尾市
25 ⾧野県 岡谷市 53 熊本県 玉名市
26 ⾧野県 伊那市 54 熊本県 益城町
27 ⾧野県 茅野市 55 大分県 日田市
28 岐阜県 岐阜市 56 沖縄県 那覇市

3D都市モデル整備対象都市

 都市計画のために作成されている「都市計画基本図」等の都市の
図形情報（都市計画GIS)と航空測量等によって取得される建物・
地形の高さや建物の形状情報を掛け合わせ、建物等の3次元モデル
を作成。

 建物に都市計画基礎調査等によって取得された属性情報（都市空
間の意味情報）を付加して3D都市モデルを構築。

 今回の事業では、リーディングプロジェクトとして、公募により
全国56都市約10,000㎢の3D都市モデルを国直轄調査として整備。

都市計画基本図
建物、道路、街区等の２次元矩形情報

航空測量
建物高さ・形状等の3次元情報

都市計画基礎調査情報等
建物現況、土地利用現況等

レーザープロ
ファイラ（LP）、
オブリークカメ
ラ等の技術によ
る航空測量

3D都市モデル

23

3D都市モデルの整備
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3D都市モデルの標準データモデルの策定（参考）

「3D都市モデル標準製品仕様書第2.0版」の範囲

- 第1.0版では建築物LOD0-2、道路LOD1、土地利用LOD1、地形LOD1、災害リスク
LOD1、都市計画決定情報LOD1などの基本的なセットを対象に標準化。

- 第2.0版では3D都市モデルが再現できる地物の範囲を拡大。建築物LOD3、道路
LOD2-3、都市設備、植生など発展的なモデルを標準化。

- 今後は、未定義領域である建築物LOD4や、橋梁、トンネル、堤防等の土木構造
物、水部、地下構造物等の標準化を進め、デジタルツインの社会実装を目指す。

標準化の範囲

第2.0版

対象地物 LOD0 LOD1 LOD2 LOD3

建築物 ● ● ● ●

道路 ● ● ●

土地利用 ●

地形 ● ● ●

災害リスク ●

都市設備 ● ● ●

植生 ● ● ●

都市計画決定情報 ●

24
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3D都市モデルの標準データモデルの策定（参考）

3D都市モデルの地物（第2.0版）

建築物-Building

道路-Transportation(Road)

LOD0 LOD1 LOD3LOD2

LOD0 LOD1 LOD3LOD2

都市設備-CityFurniture

LOD1 LOD3LOD2

植生-Vegetation

LOD1 LOD3LOD2

土地利用

LOD1 LOD1

災害リスク 地形 都市計画

LOD1LOD1

25
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P r o j e c t  P L AT E A U ３つのプロジェクト価値
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既存データを活用した新たなソリューションの創出

従来市役所等の行政機関が庁内利用してきたGISデータ

を「発掘」し、３D都市モデルという新たな付加価値

を創出。

既存資源を有効活用した安価でスケーラブルな

データ整備スキームを確立。

従来市役所等の行政機関が庁内利用してきたGISデータ

を「発掘」し、３D都市モデルという新たな付加価値

を創出。

既存資源を有効活用した安価でスケーラブルな

データ整備スキームを確立。

1

都市計画基本図

建物、道路、街区等の２次元矩形情報

航空測量成果

建物高さ・形状等の3次元情報

都市計画基礎調査情報等

建物や土地の現況情報

3 D都 市モデル
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データ整備とユースケース開発の並走によるエコシステム構築

データ整備と同時にユースケース開発を進行。様々な

領域においてプロダクトを生産し、3D都市モデルの活

用ポテンシャルを引き出す。

民間領域における活用と公共領域における

データ整備のサイクルを構築。

データ整備と同時にユースケース開発を進行。様々な

領域においてプロダクトを生産し、3D都市モデルの活

用ポテンシャルを引き出す。

民間領域における活用と公共領域における

データ整備のサイクルを構築。

２

「３D都市モデル」の提供価値「３D都市モデル」の提供価値「３D都市モデル」の提供価値
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オープンフォーマット、オープンソース、ベンダーフリー

国際規格に則ったオープンフォーマットによる標準仕

様策定、ナレッジのドキュメント化、関連ソフトウェ

アのOSS化など、開発者フレンドリーなデータ利用環

境を構築。

様々な領域におけるオープン・イノベーション

を創出。

国際規格に則ったオープンフォーマットによる標準仕

様策定、ナレッジのドキュメント化、関連ソフトウェ

アのOSS化など、開発者フレンドリーなデータ利用環

境を構築。

様々な領域におけるオープン・イノベーション

を創出。

３
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confidential

30

3 D都市モデルは「デジタル・インフラ」として、
都市活動に関する様々なデータを結びつける基盤情報として機能する。
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物流ドローンのフライトシミュレーション AR/XR領域におけるコンテンツ利用

バーチャル空間における新たな都市体験

2020年度実証実験UC_ID_4-005
「物流ドローンのフライトシミュレーション」A.L.I. Technologies

ARライブ配信（2021年PLATEAUハッカソン）

災害シミュレーションによるリスク分析

2020年度実証実験UC_ID_2-003
「時系列浸水シミュレーションデータの3D可視化による防災計画立案・防災意識啓発」
株式会社三菱総合研究所

エリアマネジメントのデジタルツイン化

2020年度実証実験UC_ID_4-007
「エリアマネジメントのデジタルツイン化」竹芝エリア×東急不動産・ソフトバンク

人流データを活用した空間設計／スマート・プランニング

2020年度実証実験UC_ID_1-001
「レーザーセンサーによる高精度でリアルタイムな人流計測」松山市×日立製作所

多様なユースケース

2020年度実証実験UC_ID_4-001
「バーチャル都市空間における「まちあるき・購買体験」東京都新宿区新宿三丁目エリア株式会社三越伊勢丹ホールディングス
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PLATEAUを利用したサービスやアプリケーションの登場／既存ソフトのネイティブ対応の拡大

荒川下流河川事務所「Arakawa Digital Twin online」

ホロラボ・アナザーブレイン「toMap」ESRI ArcGISPro Extension

東京都「デジタルツイン実現プロジェクト」

アルテアエンジニアリング「Altair WinProp」

ヘキメン

Psychic VR Lab 「STYLY」

RADWIMPS×PARTY「SHIN SEKAI」 Symmetry Dimensions Inc.「SYMMETRY Digital Twin Cloud」
32
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自動運転システム

2021年度実証実験UC_ID_3-007「自動運転車両の自己位置推定におけるVPS（Visual Positioning System）活用」
実施事業者：株式会社三菱総合研究所・凸版印刷株式会社・国際航業株式会社/
実施協力：静岡県・東急株式会社・国立大学法人東海国立大学機構名古屋大学等

2021FY Project PLATEAU ユースケース開発

エリアマネジメント支援ツール

太陽光発電のポテンシャル推計

工事車両の交通シミュレーション

2021年度実証実験UC_ID_3-006「太陽光発電のポテンシャル推計及び反射シミュレーション」
実施事業者：株式会社三菱総合研究所・国際航業株式会社・株式会社フォーラムエイト・Pacific Spatial Solutions株式会社

2021年度実証実験UC_ID_4-009「大丸有 Area Management City Index（AMCI）」
実施事業者：PwCアドバイザリー合同会社・株式会社アブストラクトエンジン（パノラマティクス）・一般社団法人
大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会

2021年度実証実験UC_ID_4-008「工事車両の交通シミュレーションVer2」
実施事業者：株式会社竹中工務店・株式会社アクセンチュア

33
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2 0 2 1 F Y  P r o j e c t P L A T E A U

3D都市モデルLOD3標準データモデルの策定及び作成手法の確立

34
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地方公共団体の参画：全国で広がる地方自治体における3D都市モデルの社会実装

2 0 2 1 F Y  P r o j e c t P L A T E A U

35



Copyright © 2022 by MLIT. All rights reserved.

Co
py

rig
ht

©
 2

02
2 

by
 M

LI
T.

 A
ll 

rig
ht

s r
es

er
ve

d.

36

2 0 2 2 F Y

P r o j e c t  P L A T E A U



Copyright © 2022 by MLIT. All rights reserved.

 都市計画GIS標準仕様の検討

最新の国際標準（CityGML3.0）等をPLATEAU標準に
取り込むためのデータ作成実証の実施

都市計画図書の三次元GIS表示の技術的検証と
法定図書としての位置づけの検討

 PLATEAU標準仕様の拡張

 先進的なユースケース開発

三次元データを利用した精緻な浸
水シミュレーションを用いた防災
計画立案支援

建物体積や構造等を考慮した災害廃
棄物量シミュレーションによる災害
廃棄物処理計画の詳細化検討支援

緑化パターン別のヒートアイラン
ドシミュレーションによる都市緑
化政策の立案支援

社会課題解決型ユースケース

民間サービス創出型ユースケース

ゾーニング情報等を用いた都市全体
の未消化容積率の可視化システム

人流データを用いた広告効果シミュ
レーション/AR広告配信システム

住居情報と流出土砂の三次元解析
による被害状況把握システム

 AIを活用したLOD2自動作成の実証

 都市空間情報デジタル基盤構築支援事業

 PLATEAU VIEWの改修  SDK開発等

LOD2を自動作成する手法の検討、AIを活用することによるLOD2の品質向上手法の検証を
行い、自動作成プログラムをオープンソース化して一般提供。データ整備の低廉化を図る。

地方自治体による3D都市モデルの整備・更新、ユースケース開発、オープンデータ化等
を支援。2022年度では全国50都市程度でデータ整備、ユースケース開発等を実施予定。

屋根面を推定し、モデル化 検査・自動補正 テクスチャ自動貼り付け

PLATEAUVIEW1.1を改修し、データ登録・
変換・配信等の機能を付加。

災害リスクコミュニケーションへの活用インフラマネジメント効率化 市内の見守りカメラの設置位置を3D化

UnityやUNREAL等の汎用的なゲームエンジン向け
SDK開発、開発者向けチュートリアルの充実等。
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カテゴリー ユースケーステーマ 事業者名

防災・防犯

災害リスクの可視化ツールによる住民参加型防災訓練への活用 (株)福山コンサルタント東京支社
災害リスクの可視化ツールによる超過洪水に対する防災教育への活用 (株)福山コンサルタント東京支社
河川整備の段階整備毎の水害リスク評価と整備効果の見える化 (株)福山コンサルタント東京支社
浸水シミュレーションの高度化 エム・アール・アイリサーチアソシエイツ(株)
災害廃棄物発生量シミュレーションを活用した災害廃棄物処理計画の詳細化検討 パシフィックコンサルタンツ(株)
防犯設備の設置計画と施策効果の見える化 (株)パスコ、セコム(株)、(株)日建設計総合研究所
地域内協働による防災計画立案のためのリスク評価プラットフォーム エム・アール・アイリサーチアソシエイツ(株)、(株)Eukarya
時系列水害避難行動シミュレーションによる地域防災計画の検証と住民避
難意識の啓発ならびにマイタイムラインの普及啓発

(株)ライテック

積雪状況の可視化によるリスクコミュニケーションの提案 (株)ウエスコ、(株)構造計画研究所

都市計画
まちづくり

参加型まちづくりにおけるシミュレーションゲームの活用 パナソニックシステムソリューションズジャパン(株)
リアルタイムデータを活用したエリアマネジメント 東急不動産(株)、ソフトバンク(株)、(株)キャドセンター、(株)Fusic
ウォーカブルな空間設計のためのスマート・プランニング パシフィックコンサルタンツ(株)、(株)フォーラムエイト
エリアマネジメント・ダッシュボードの構築 復建調査設計(株) 、アジア航測(株)
開発許可申請管理システムの構築 アジア航測(株)
アーバンマネジメントの高度化 インフォ・ラウンジ(株)
都市OSと連携した統合プラットフォーム開発 日本電気(株)、パシフィックコンサルタンツ(株)、(株)Eukarya
立地シミュレーションの３次元可視化 （一財）計量計画研究所、国際航業(株)

環境
エネルギー

太陽光発電パネルの壁面の発電ポテンシャル推計 東急不動産(株)、国際航業(株)
ヒートアイランドシミュレーション エムエスシーソフトウェア(株)
カーボンニュートラル施策推進支援システムの開発 アジア航測(株)
気候変動影響シミュレーション アルテアエンジニアリング(株)

地域活性化
観光・コンテンツ

まちなかウォーキングを促進する健康アプリの開発 (株)NTTドコモ、アジア航測(株)
プラグイン共有プラットフォーム開発によるユースケース開発の参入障壁低減化 (株)Eukarya
ローカル5G電波シミュレーションを活かした基地局配置計画 アルテアエンジニアリング(株)、(一社)横浜みなとみらい21

モビリティ
ロボティクス

自動運転車両の自己位置推定精度の向上及び有効性の検証 凸版印刷(株)、(株)ホロラボ
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カテゴリー ユースケーステーマ 事業者名

防災・防犯 ドローンを活用した外壁検査シミュレーション (株)フォーラムエイト
ドローン等を活用した被害状況把握・救助活用効率化 Symmetry Dimensions Inc.、(株)パスコ静岡支店

都市計画
まちづくり

市民参加型都市開発を実現する直感的な情報共有プラットフォーム企画開発 (株)ホロラボ
エリアマネジメントに向けた大規模誘導・避難シミュレーション 東日本旅客鉄道(株)、KDDI(株)、東急不動産(株)、(株)日建設計
3D都市モデルを活用した歩行者移動・回遊行動シミュレーション (株)構造計画研究所、大成建設(株)
容積率可視化シミュレータの構築 (株)キャドセンター、(株)INA新建築研究所
広域エリアマネジメントのための市民参加型まちづくりに向けた教育ツー
ル・プログラム開発

東日本旅客鉄道(株)、インフォ・ラウンジ（株）、（特非）放
課後NPOアフタースクール、（株）日建設計

環境・エネルギー 地域エネルギーマネジメントの導入ポテンシャルの評価・可視化手法の開発 (株)日建設計総合研究所、(株)フォーラムエイト
地域活性化

観光・コンテンツ
デジタルコンテンツのAR表示を実現するプラットフォームの開発 (株)MESON、（株）博報堂DYホールディングス
AR広告効果シミュレーションシステム Symmetry Dimensions Inc.

モビリティ
ロボティクス

3D都市モデルとBIMを活用したドローン自動飛行および遠隔型搬送車両
自動走行

(株)竹中工務店、(株)センシンロボティクス、アダワープジャ
パン(株)、(株)アルモ

ドローン最適ルートシミュレーション (株)トラジェクトリー
屋内外のモビリティ運行を見据えた3D都市モデルとBIMモデルの統合に
よるデジタルツインの構築 (株)竹中工務店、(株)日立製作所、(株)gluon

ドローンナビゲーション実証 (株)A.L.I. Technologies

その他
3D都市モデルの持続可能な更新を実現する更新優先度マップの開発 (株)パスコ 事業統括本部
3D 都市モデルをベースとした建物のID 化と様々な計測データの建物への
自動マッチング基盤の構築検討

一般社団法人社会基盤情報流通推進協議会
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３D都市モデル整備・活用に係る補助対象及び補助要件

補助要件:

 ユースケースがあること
注）原則、単年度で３D都市モデルの整備とユースケース開発を行うこととしているが、データ整備の

タイミング等特段の事情があれば、活用が翌年度になることは許容する。計画書にその旨を記載すること

 国が定める標準仕様書及び標準作業手順書に基づく国際標準規格であるCityGML形式でデータ
を作成すること

 整備した３Ｄ都市モデルをG空間情報センター等にてオープンデータ化すること

 整備した３Ｄ都市モデルを維持管理・更新すること

補助対象:

(1) ３Ｄ都市モデルの整備に関する事業
(2) ３Ｄ都市モデルの活用に関する事業
(3) ３Ｄ都市モデルの整備・活用・オープンデータ化推進事業

支援内容:

○補助対象:都道府県、市区町村
○補助率:1/2
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（１）３Ｄ都市モデルの整備に関する事業
３Ｄ都市モデルの整備又は更新に要する費用

３D都市モデル整備・活用に係る補助対象

〔補助対象〕
 3D都市モデルを整備するための都市計画基本図、都市計画基礎調査等のデータ収集・整理に

要する費用
 モデル立ち上げに要する費用
 作成データを可視化するためのシステム導入・改修に要する費用
 オープンデータ化に要する費用
 その他調査経費 等

（補足）
・都市計画区域の有無は関係ない

・部分的な３D都市モデルの整備も可能
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（２）３Ｄ都市モデルの活用に関する事業
都市計画・まちづくり、防災、地域活性化・観光、環境・エネルギー、交通、安全・防犯、民間サービス創出支援

その他の地方公共団体における課題解決又は新たな価値創造に資する３Ｄ都市モデルの活用に要する費用

３D都市モデル整備・活用に係る補助対象

浸水シミュレーション
浸水災害リスク情報の可視化
住民説明用の動画作成

⇒ 防災施策への反映

土砂災害リスク情報の可視化
⇒ 立地適正化計画への反映

〔補助対象〕
 ユースケース開発に必要なデータ収集・３Dデータ作成に要する費用
 データを活用した分析・シミュレーション・アプリ開発等に要する費用
 住民説明等に要する費用
 作成・分析したデータの政策活用（庁内活用も含む）に要する費用
 その他調査経費 等
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カテゴリー 自治体名 主な活用目的・活用事業（計画）

都市計画
まちづくり

むつ市 まちづくりにおける政策立案への活用事業
盛岡市 内丸地区再整備等計画立案活用事業
さいたま市 総合交通分析を基にしたウォーカブル空間の創出
八千代市 土地の可視化に基づく都市計画調査等への活用
東京都 エリアマネジメントＤＸへの活用
横須賀市 VRを用いたまちづくり都市計画立案への活用
岐阜市 まちづくり計画への活用事業
美濃加茂市 市街地再整備計画立案への活用
静岡県 インフラ施設管理の効率化
静岡市 都市計画・まちづくり立案への活用事業
四日市市 中心市街地再編計画への活用
堺市 事業の見える化によるまちづくりへの活用
柏原市 駅前まちづくり基本構想への活用
福岡市 まちのルール作りや景観形成への活用

地域活性化・
観光・

コンテンツ

鉾田市 シティプロモーション事業
新潟市 バーチャルにいがた２ｋｍプロジェクト
うきは市 景観保存・整備事業への活用

その他 室蘭市 固定資産税の課税情報の可視化

カテゴリー 自治体名 主な活用目的・活用事業（計画）

防災・防犯

宇都宮市 WEB版3次元ハザードマップの整備
戸田市 水害リスク可視化による防災まちづくりの検討
岡谷市 ハザードマップの充実による防災意識の向上
佐久市 3D都市モデルによるソフト防災推進事業
春日井市 大雨時の水位モニタリング・シミュレーション
日進市 浸水・土砂災害のエリアのリスクの可視化
熊野市 災害リスクの可視化事業
摂津市 内水氾濫リスクの可視化事業
河内⾧野市 災害リスク・避難路可視化事業
和歌山市 災害リスクの可視化及び市民の防災意識向上
境港市 浸水シミュレーションによる水害リスク可視化
広島県 災害リスク可視化、マイ・タイムラインの普及促進
三次市 浸水シミュレーション3D可視化・防災政策検討
武雄市 リスク可視化による現況把握及び防災意識向上
佐世保市 浸水想定市街地の防災まちづくり
玉名市 避難シミュレーションVRアプリ（PC）事業

交通・物流
モビリティ

更別村 農業用ドローン飛行,ロボットトラクター利用促進
つくば市 医療MaaS推進事業




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これまで約60都市で整備。令和4年度は約60都市（市町村）で新規整備予定。

北海道 札幌市 千葉県 柏市 長野県 佐久市 大阪府 高槻市 福岡県 飯塚市
北海道 室蘭市 千葉県 八千代市 岐阜県 岐阜市 大阪府 摂津市 福岡県 宗像市
北海道 更別村 千葉県 茂原市 岐阜県 美濃加茂市 大阪府 忠岡町 福岡県 福岡市
青森県 むつ市 東京都 特別区（23区） 静岡県 沼津市 大阪府 堺市 福岡県 うきは市
岩手県 盛岡市 東京都 東村山市 静岡県 掛川市 大阪府 河内⾧野市 佐賀県 武雄市
宮城県 仙台市 東京都 西東京市 静岡県 菊川市 大阪府 柏原市 ⾧崎県 佐世保市
福島県 郡山市 東京都 八王子市 静岡県 静岡市 和歌山県 和歌山市 熊本県 熊本市
福島県 いわき市 神奈川県 横浜市 静岡県 県内31市町村 兵庫県 加古川市 熊本県 荒尾市
福島県 白河市 神奈川県 川崎市 愛知県 名古屋市 兵庫県 朝来市 熊本県 玉名市
茨城県 鉾田市 神奈川県 相模原市 愛知県 岡崎市 鳥取県 鳥取市 熊本県 益城町
茨城県 つくば市 神奈川県 横須賀市 愛知県 津島市 鳥取県 境港市 大分県 日田市
栃木県 宇都宮市 神奈川県 箱根町 愛知県 安城市 広島県 呉市 沖縄県 那覇市
群馬県 桐生市 新潟県 新潟市 愛知県 春日井市 広島県 福山市
群馬県 館林市 石川県 金沢市 愛知県 日進市 広島県 広島市
埼玉県 さいたま市 石川県 加賀市 愛知県 豊川市 広島県 府中市
埼玉県 熊谷市 山梨県 甲府市 三重県 四日市市 広島県 三次市
埼玉県 新座市 ⾧野県 松本市 三重県 熊野市 香川県 高松市
埼玉県 毛呂山町 ⾧野県 岡谷市 大阪府 大阪市 愛媛県 松山市
埼玉県 戸田市 ⾧野県 伊那市 大阪府 豊中市 福岡県 北九州市
埼玉県 蓮田市 ⾧野県 茅野市 大阪府 池田市 福岡県 久留米市

3D都市モデル整備都市（赤字は令和4年度新規整備予定の都市）
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 モビリティ、カーボンニュートラル、XR、都
市OS連携、ID連携など、スマートシティの社
会実装に向けたユースケースの深堀・リー
ディングケースの創出

 地方自治体等における防災、環境、まちづく
り等の多様な分野のユースケースの社会実装

 オープンデータ化の推進による民間市場にお
けるビジネス創出

 地域課題解決のための３D都市モデル整備・
活用を進める地方自治体に対する財政支援

 リーガル面の課題整理
 自治体向けデータ管理・運用システム

“PLATEAU VIEW+α”の開発・実装
 官民の人材育成に向けたプログラム開発

 地上測量等を利用した建物や道路、土木構造
物、地下構造物等の詳細モデルのデータ仕様
拡張・標準手法開発

 BIMモデル、14条地図、点群等の多様なデー
タソースを活用した効率的な3D都市モデルの
整備・更新スキームの確立

 モデル自動生成ツールの開発

データ整備の効率化・高度化 先進的なユースケース開発による
スマートシティの社会実装 データ・カバレッジの拡大

中⾧期的展開と残された課題

今後の展開
―まちづくりのデジタル・インフラとして、

３D都市モデルの持続可能な整備・活用・オープンデータ化のエコシステム構築を実現
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■令和４年9月14日 経済財政諮問会議 資料2－1（民間議員ペーパー）
企業の投資意欲は高まっている。この機を活かし、秋にまとめる総合経済対策は、骨太方針２０２２や新しい資本主
義に向けたグランドデザイン・実行計画で示した官民連携の重点投資を前に進める具体的な政策パッケージを含め、
世界経済の減速懸念が強まる２０２３年に向けた早期の成⾧力強化に資するものとすべき。

建物内からエリア・都市スケールまでシームレスに再現した高精細なデジタルツインを実現
建築BIMからPLATEAUへの自動変換や不動産IDをキーとした連携などによりデータ整備・更新を自動化・効率化

建物情報や都市計画・ハザード、インフラ事業者情報などの多様なデータを連携・オープン化

建築分野のデジタル・インフラとなる

建築BIM 等

情報連携のキーとなる

不動産ID 等

都市分野のデジタル・インフラとなる

PLATEAU 等

加速化

ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ（DX）による新たなサービス・産業の創出 を加速化

官民連携のDX投資を推進するため、DX投資に必要な情報基盤として、
建築・都市・不動産に関する情報が連携・蓄積・活用できる社会を早期に構築することが必要

データ連携による都市開発・まちづくりのスピードアップ



生産性の向上 防災の高度化 不動産流通の促進

• デジタルツイン上で必要な情報等へのア
クセスが容易になり、建築生産や都市
開発における設計・建設等の生産性や
建物・屋外空間の質が向上。また、計
画建物の風環境シミュレーション等が可
能となることで質の高い都市環境を実現。

• 建物内外を自律移動できるドローン・ロ
ボットを利用した物流サービス等を実現。

• 高層ビル内から建物外の一時避難場所
に至るシームレス・大規模な避難シミュ
レーションから隘路や課題を抽出、防災
計画や避難場所・動線の設計に反映。

• リアルタイムデータや事業者保有データとの
連携による発災時の関係者間での情報
把握・共有・提供の迅速化など、防災を
はじめとするエリアマネジメントのDXを実現。

• 不動産開発・流通･管理等で必要とな
る建物に係る情報をまとめて迅速に取
得できるなど、民間事業者の生産性向
上に資するほか、不動産の購入等を検
討する国民も情報取得が容易になり、
不動産流通を促進。

重要事項説明書の作成に係る調査時間:約8時間

※役所等の複数の窓口に出向き、目視・手作業も交
えて必要な情報を収集することが一般的

現状

・迅速かつ容易に情報を探索できる。

 建物内からエリア・都市スケールまでシームレスに再現した高精細なデジタルツイン※を実現
 建築BIMからPLATEAUへの自動変換や不動産IDをキーとした連携などによりデータ整備・更新を

自動化・効率化
 建物情報や都市計画・ハザード、インフラ事業者情報などの多様なデータを連携・オープン化

建築BIM
PLATEAU
不動産ID

連携
実装

※現実空間の様々なデータをデジタル空間で再現する技術
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https://www.mlit.go.jp/plateau/
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